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東京体育学賞

大会 演 者 演題名

第1回 該当者および該当論文無し

第2回 該当者および該当論文無し

第3回 該当者および該当論文無し

第4回 該当者および該当論文無し

明治・大正期における女子中等学校体操科に果たした私立東

第5回 掛水 通子（東京女子体育大学） 点女子体操音楽学校卒業生の役割：『諸梨校職貝録』．『中等

教行諸界校職貝録』 (1903-1926)を手懸かりに
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第7回 該当者および該当論文無し

東京体育学奨励賞

大会 派 者 演題名

小笠原理紀（東京大学大学院）他2名 6ヶ）JUIJ o) if6強度筋）Jトレーニング中のディトレーニングとリ

トレーニングの効果

佐久tllj 淳（早稲川大学大学院）他5名 圃ー動作述疫のもとでの異なる動作負荷条件における服I：腹筋内
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させる

第3回

栗原 正明（国士舘大学大学院）他4名 トライアスリートにおける連続した自転車ペダリング巡動時のク

ランク）J及び下肢筋群の活動特性

竹林和史（国士舘大学大学院）他6名 野球捕手におけるスローイング動作の運動学的特性

小林 裕司（日本女子体育大学大学院） liij腕部）Jll温が下ll如運動時における上腕動脈の逆行性l(IL流成分

他4名 を減少させる

仁木康浩（H本体育大学大学院）他4名 泳述の追いによる水中ドルフィンキック動作の変化

第4圃 秦野純一（早稲田大学大学院）他2名 等尺性足1関節底Jlliトルクと排腹筋筋放霞址の関係に及ばすトル

ク附｝JII述9虻の影秤～収縮中の筋束動態の実測を通じた検討～

坂東 泄一郎（国士舘大学大学院）他4名 腰部及び人；腿部における野球選手の形態特性

八頂嶋 克俊（東京大学大学院）他3名 Lucas-Kanade法を利川した筋形状リアルタイム計測



小谷究 (H本体育大学大学院） H本のバスケットボール競技におけるオフェンス参加人数に関

する史的研究

第5r1__ll
小谷結香子（国士舘大学大学院）他5名 女f新体操競技におけるATerreとReleve動作時のバランス能力

平野 智也（日本体育大学大学院）他4名 トレッドミル歩行における地面反力3成分の変動

羅 劉星（早稲川大学大学院スポーツ科学研究科） 武術太極拳の「弓歩沖拳」における上級者と下級者の比較

他1名

第6回
今若 太郎（国士舘大学大学院）他6名 大学野球選手における走晶能力に関する研究

竹澤 恵菜（国士舘大学大学院）他3名 女子新体操選手における身体発育と動的バランス能力の発達

佐渡 夏紀（東京大学大学院総合文化研究科） 全力疾走における体幹側屈と股関節外転の力発揮による骨盤

他2名 安定性への貢献の定械的比較とその相補l関係性

池上堅史（国士舘大学大学院）他4名 短距離選手と長距離選手における下肢筋群の筋形状変化から

第7回 みた収縮特性

嶋田 卓 (H本女子体育大学大学院）他2名 下腿周径囲と排腹筋硬度の H内変動

相馬満利 (H本体育大学大学院）他5名 中学女子ソフトボール選手の身体的及び体力的特徴

※第2回大会は．東H本大震災のため．東京体育学伐・東京体育学奨励貨の選考を中止した．



編集後記

ここに第8巻を無事に発行できますこと．投稿いただいた会員はじめ．査読をお引き受けいただいた先生方，編集委員の

皆さま，事務局の皆さまのおかげと感謝申し上げます．今年度も 8紺の投稿があり． その中で6編の査読が終了しました．

結果研究論文3編(1編は昨年度）．研究報告1編の掲載となりました．後半部分には研究大会の発表抄録が掲載されて

おります． 自然科学系だけでなく．人文社会学系の発表もありますので．始非．論文として投稿していただくことを期待い

たします．

今後も会員皆様の積極的な投稿をお待ちしております．

編集委員

萩裕美子（東海大学）＊委員長

及川 佑介（東京女子体育大学）

近藤 智靖（日本体育大学）

佐々木玲子（慶應義塾大学）

丸山 剛生（東京工業大学）
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